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〔
事
　
実
〕

　

Ｘ
（
昭
和
四
七
年
生
ま
れ
の
女
性
）
と
Ｙ
（
昭
和
二
〇
年
生
ま
れ
の

男
性
）
は
、
平
成
五
年
頃
か
ら
内
縁
関
係
に
あ
っ
た
が
、
平
成
二
九
年

八
月
頃
に
、
そ
の
内
縁
関
係
を
解
消
し
た
。
平
成
三
〇
年
、
Ｘ
は
、
Ｙ

を
相
手
方
と
し
て
、
大
阪
家
庭
裁
判
所
に
財
産
分
与
請
求
の
調
停
を
申

し
立
て
た
。
平
成
三
一
年
、
Ｘ
は
、
Ｙ
を
被
告
と
し
て
、
Ｙ
の
Ｘ
に
対

す
る
財
産
分
与
の
対
象
財
産
に
別
紙
財
産
目
録
記
載
の
財
産
（
①
有
限

会
社
Ａ
の
六
〇
株
の
株
式
、
②
リ
ー
ス
物
件
で
あ
る
Ｂ
車
両
、
③
Ｃ
映

画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
二
〇
〇
〇
万
円
の
出
資
義
務
）
が
含
ま
れ
る
か

否
か
の
確
認
を
求
め
て
（
Ｘ
は
、
①
②
に
つ
い
て
は
対
象
財
産
に
帰
属

す
る
旨
を
主
張
し
、
③
に
つ
い
て
は
対
象
財
産
に
帰
属
し
な
い
旨
を
主

張
し
て
い
る
）、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
（
以
下
、「
本

件
訴
え
」
と
い
う
）。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
Ｙ
は
、
Ｘ
の
訴
え
に
は

確
認
の
利
益
が
な
い
と
主
張
し
、
訴
え
の
却
下
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対

し
、
Ｘ
は
、
遺
産
確
認
の
訴
え
が
適
法
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
係
属
中

の
家
事
審
判
事
件
に
お
い
て
前
提
と
な
る
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
に
つ

い
て
は
、
そ
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
の
利
益
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
し
て
、
財
産
分
与
対
象
財
産
確
認
の
訴
え
は
適
法
で
あ
る
と
主
張

し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　

訴
え
却
下
。

　
「（
1
）
民
法
上
、
夫
婦
の
一
方
が
婚
姻
前
か
ら
有
す
る
財
産
及
び
婚

姻
中
自
己
の
名
で
得
た
財
産
は
、
そ
の
特
有
財
産
（
夫
婦
の
一
方
が
単

〔
下

級

審

民

訴

事

例

研

究　

八
三
〕

夫
婦
の
一
方
が
、
夫
婦
の
他
方
が
所
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
協
議
あ
る
い
は
審
判
等
に
よ
っ
て
財
産
分
与
請
求
権
の
具
体
的
内

容
が
形
成
さ
れ
る
前
の
段
階
に
お
い
て
、
財
産
分
与
対
象
財
産
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
に
お
け
る
確
認
の
利
益

大
阪
地
方
裁
判
所
令
和
二
年
三
月
二
四
日
判
決
（
平
成
三
一
年
（
ワ
）
第
一
二
〇
四
号
）

財
産
分
与
対
象
財
産
確
認
請
求
事
件
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
八
五
号
二
〇
七
頁
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独
で
有
す
る
財
産
を
い
う
。）
と
さ
れ
て
お
り
（
民
法
七
六
二
条
一
項
）、

夫
婦
別
産
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
民
法
が
、
婚
姻
時
に

共
同
生
活
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
婚
姻
費
用
分
担
（
民
法
七
六
〇
条
）

及
び
日
常
家
事
債
務
の
連
帯
責
任
（
民
法
七
六
一
条
）
に
関
す
る
規
定

を
定
め
、
離
婚
時
に
財
産
分
与
請
求
権
（
民
法
七
六
八
条
、
七
七
一

条
）
に
関
す
る
規
定
を
定
め
て
い
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
夫
婦
間
の
財

産
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
別
産
制
を
基
本
と
し
て
お
り
、
夫
婦
間
の
財
産

が
財
産
分
与
時
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
財
産
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
民
法
上
の
共
有
（
民
法
二
四
九
条
以
下
）
に
該
当
す
る
場
合

で
な
け
れ
ば
、
夫
婦
の
一
方
は
、
夫
婦
の
他
方
が
所
有
す
る
財
産
に
つ

い
て
、
当
然
に
権
利
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
清

算
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
上
記
各
規
定
に
よ
る
な
ど
し
て
そ
の
権
利

関
係
が
確
定
さ
れ
て
初
め
て
権
利
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
得
る
も
の
に

す
ぎ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
三
四
年
（
オ
）

第
一
一
九
三
号
同
三
六
年
九
月
六
日
大
法
廷
判
決
・
民
集
一
五
巻
八
号

二
〇
四
七
頁
、
最
高
裁
平
成
二
年
（
オ
）
第
七
一
八
号
同
年
九
月
二
七

日
第
一
小
法
廷
判
決
・
裁
判
集
民
事
一
六
〇
号
三
七
三
頁
参
照
）。
す

な
わ
ち
、
離
婚
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
べ
き
財
産
分
与
請
求
権

は
、
一
個
の
私
権
た
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
協
議
あ
る

い
は
審
判
等
に
よ
っ
て
具
体
的
内
容
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
そ
の
範

囲
及
び
内
容
が
不
確
定
・
不
明
確
な
も
の
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
五
三

年
（
オ
）
第
三
二
一
号
同
五
五
年
七
月
一
一
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民

集
三
四
巻
四
号
六
二
八
頁
参
照
）。
そ
う
す
る
と
、
夫
婦
の
一
方
は
、

夫
婦
の
他
方
が
所
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
協
議
あ
る
い
は
審
判
等
に

よ
っ
て
財
産
分
与
請
求
権
の
具
体
的
内
容
が
形
成
さ
れ
る
前
の
段
階

（
す
な
わ
ち
、
そ
の
範
囲
及
び
内
容
が
不
確
定
・
不
明
確
な
も
の
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
段
階
）
に
お
い
て
、
財
産
分
与
対
象
財
産
で
あ
る
こ
と

の
確
認
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
よ
う
な
確
認
を
求
め
る
訴
え

は
、
確
認
の
利
益
（
具
体
的
に
は
、
権
利
保
護
の
利
益
）
を
欠
き
、
不

適
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
理
は
、
内
縁
の
夫
婦
間
に
お
い
て
も

異
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
（
2
）
こ
れ
に
対
し
、
原
告
は
、
…
…
〔
中
略
〕
…
…
②
最
高
裁
昭

和
五
七
年
（
オ
）
第
一
八
四
号
同
六
一
年
三
月
一
三
日
第
一
小
法
廷
判

決
・
民
集
四
〇
巻
二
号
三
八
九
頁
（
共
同
相
続
人
間
に
お
い
て
特
定
の

財
産
が
被
相
続
人
の
遺
産
に
属
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
は
、

適
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
）
の
射
程
は
財
産
分
与
請
求
事
件
に
及
ぶ
、

③
本
件
訴
え
の
必
要
性
が
あ
り
、
許
容
性
も
あ
る
旨
主
張
す
る
。
し
か

し
、
…
…
〔
中
略
〕
…
…
上
記
②
に
つ
い
て
、
上
記
判
決
は
、
共
同
相

続
人
間
に
お
い
て
特
定
の
財
産
が
被
相
続
人
の
遺
産
に
属
す
る
こ
と
の

確
認
を
求
め
る
訴
え
は
、
適
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

上
記
判
決
の
射
程
は
、
遺
産
と
異
な
る
夫
婦
間
の
分
与
対
象
財
産
に
及

ぶ
も
の
と
は
い
え
な
い
。
さ
ら
に
、
上
記
③
に
つ
い
て
、
財
産
分
与
請

求
権
の
内
容
・
性
質
は
、
上
記
（
1
）
で
説
示
し
た
と
お
り
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
財
産
分
与
請
求
権
の
内
容
・
性
質
等
に
照
ら
せ
ば
、
仮
に
、

夫
婦
の
一
方
が
、
夫
婦
の
他
方
が
所
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
協
議
あ

る
い
は
審
判
等
に
よ
っ
て
財
産
分
与
請
求
権
の
具
体
的
内
容
が
形
成
さ
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れ
る
前
の
段
階
に
お
い
て
、
財
産
分
与
対
象
財
産
で
あ
る
こ
と
の
確
認

を
求
め
る
訴
え
を
認
め
る
必
要
性
が
一
定
程
度
存
す
る
と
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
訴
え
の
適
法
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

〔
評
　
釈
〕

一
　
本
判
決
の
意
義

　

本
件
は
、
内
縁
関
係
を
解
消
し
た
当
事
者
の
一
方
が
、
他
方
の
所

有
名
義
と
な
っ
て
い
る
特
定
の
財
産
に
つ
い
て
、
家
事
審
判
等
に

よ
っ
て
財
産
分
与
請
求
権
の
具
体
的
内
容
が
形
成
さ
れ
る
前
の
段
階

に
お
い
て
、
当
該
財
産
が
財
産
分
与
対
象
財
産
（
以
下
、「
分
与
対

象
財
産
」
と
い
う
）
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し

た
の
に
対
し
、
裁
判
所
が
確
認
の
利
益
を
否
定
し
て
当
該
訴
え
を
却

下
し
た
事
件
で
あ
る
。

　

従
来
、
家
事
審
判
等
を
通
じ
て
具
体
的
内
容
が
形
成
さ
れ
る
性
質

を
有
す
る
財
産
の
対
象
帰
属
性
に
関
す
る
確
認
の
利
益
を
め
ぐ
る
問

題
は
、
遺
産
分
割
審
判
の
前
提
で
あ
る
特
定
財
産
の
遺
産
帰
属
性
を

め
ぐ
る
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
で
問
題
と

な
っ
た
財
産
分
与
の
前
提
で
あ
る
分
与
対
象
財
産
の
帰
属
性
に
関
す

る
確
認
の
利
益
に
つ
い
て
は
、
公
刊
判
例
や
こ
れ
を
直
接
論
じ
た
文

献
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
判
決
は
、
財
産

分
与
の
前
提
で
あ
る
分
与
対
象
財
産
と
し
て
の
帰
属
性
の
確
認
を
求

め
る
訴
え
の
確
認
の
利
益
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
議

論
の
必
要
性
を
喚
起
し
て
く
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
下
級
審
と
は
い

え
貴
重
な
裁
判
例
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
件
は
、
内
縁
の
夫
婦
間
に
お
け
る
内
縁
関
係
の
解
消
に

つ
い
て
の
事
件
で
あ
る
が
、
本
判
決
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
内
縁

の
夫
婦
に
も
離
婚
の
場
合
の
法
理
が
一
般
的
に
妥
当
す
る）1
（

。
そ
こ
で
、

以
下
で
は
、
離
婚
の
場
合
を
想
定
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
財
産
分
与
制
度
の
法
的
性
質

　

わ
が
国
で
は
、
協
議
離
婚
を
し
た
夫
婦
間
の
財
産
給
付
に
関
す
る

規
律
は
、
民
法
七
六
八
条
が
財
産
分
与
制
度
と
し
て
定
め
る
。
ま
た
、

裁
判
離
婚
に
つ
い
て
も
、
民
法
七
七
一
条
に
よ
っ
て
同
条
が
準
用
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
七
六
八
条
は
、
日
本
の
法
制
上
、

実
質
的
に
は
離
婚
給
付
に
関
す
る
唯
一
の
実
体
規
定
で
あ
る
。
し
か

し
、
同
条
は
、
裁
判
所
が
具
体
的
な
事
件
に
お
け
る
財
産
分
与
の
可

否
な
ら
び
に
分
与
の
額
お
よ
び
方
法
を
判
断
を
す
る
際
の
考
慮
事
情

と
し
て
、
三
項
に
お
い
て
、「
当
事
者
双
方
が
そ
の
協
力
に
よ
っ
て

得
た
財
産
の
額
そ
の
他
一
切
の
事
情
」
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
り
、
財

産
分
与
制
度
の
法
的
性
質
を
明
示
し
て
は
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
財
産
分
与
制
度
の
法
的
性
質
を
め
ぐ
り
、
か
ね
て
よ
り

多
岐
に
わ
た
る
学
説
が
錯
綜
し
て
い
る）2
（

。
具
体
的
に
は
、
財
産
分
与
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制
度
の
主
た
る
目
的
が
、
婚
姻
中
に
夫
婦
の
協
力
で
形
成
さ
れ
た
夫

婦
財
産
の
清
算
に
あ
る
こ
と
に
は
異
論
が
少
な
く
（
清
算
的
財
産
分

与
））3
（

、
ま
た
、
離
婚
後
の
配
偶
者
の
扶
養
の
要
素
が
あ
る
こ
と
に
も

一
定
の
共
通
認
識
が
み
ら
れ
る
（
扶
養
的
財
産
分
与
））4
（

。
し
か
し
、

財
産
分
与
に
離
婚
慰
謝
料
の
要
素
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は

（
慰
謝
料
的
財
産
分
与
）、
実
体
法
の
側
面
と
手
続
法
の
側
面
の
両
面

に
お
い
て
争
い
が
あ
る
。

　

離
婚
慰
謝
料
と
財
産
分
与
制
度
と
の
関
係
に
つ
き
、
ま
ず
、
実
体

法
上
の
議
論
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
包
括
説
と
限
定
説
の
対
立
が
存

在
す
る）5
（

。
す
な
わ
ち
、
包
括
説
は
、
財
産
分
与
に
は
、
清
算
的
要
素

と
扶
養
的
要
素
の
ほ
か
に
慰
謝
料
的
要
素
が
含
ま
れ
る
と
す
る
立
場

で
あ
り
、
民
法
七
六
八
条
の
立
法
の
沿
革
お
よ
び
立
案
担
当
者
の
説

明
や
、
離
婚
給
付
に
関
す
る
紛
争
解
決
の
一
回
性
な
ど
を
、
そ
の
理

由
と
し
て
挙
げ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
限
定
説
は
、
財
産
分
与
に
含
ま

れ
る
の
は
清
算
的
要
素
と
扶
養
的
要
素
の
み
で
あ
っ
て
、
慰
謝
料
的

要
素
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
財

産
分
与
制
度
は
相
手
方
の
有
責
性
を
要
件
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
離
婚
慰
謝
料
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
と
し
て
訴
訟
事

項
で
あ
る
が
財
産
分
与
は
家
庭
裁
判
所
の
審
判
事
項
で
あ
る
こ
と
、

包
括
説
は
、
総
合
判
断
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
丼
勘
定
に
つ
な
が
る
た
め

に
離
婚
給
付
額
が
低
廉
化
す
る
原
因
と
な
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
。

　

ま
た
、
手
続
法
上
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
財
産
分
与
を
得

た
者
が
、
さ
ら
に
慰
謝
料
請
求
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
と
し
て
発
現
す
る
。
上
述
の
実
体
法
上
の

議
論
を
前
提
と
す
れ
ば
、
包
括
説
で
は
、
財
産
分
与
に
慰
謝
料
的
要

素
が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
と
別
個
に
慰
謝
料
請
求
を
す
る
こ
と
は
、

許
さ
れ
な
い
と
す
る
結
論
に
な
り
や
す
い
。
し
か
し
、
包
括
説
の
中

で
も
、
紛
争
解
決
の
一
回
性
は
当
事
者
の
便
宜
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、

当
事
者
が
財
産
分
与
と
別
個
独
立
に
慰
謝
料
請
求
を
し
て
い
る
場
合

に
は
、
こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
他
方
、

限
定
説
で
は
、
財
産
分
与
に
は
慰
謝
料
的
要
素
が
含
ま
れ
な
い
と
す

る
の
で
、
財
産
分
与
と
は
別
個
に
慰
謝
料
請
求
を
す
る
こ
と
を
認
め

や
す
い
。
し
か
し
、
先
行
す
る
財
産
分
与
で
慰
謝
料
的
要
素
を
考
慮

し
た
場
合
に
は
、
後
に
独
立
し
て
慰
謝
料
請
求
を
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
く
な
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
学
説
に
お
け

る
議
論
は
必
ず
し
も
単
純
で
は
な
い）（
（

。
ま
た
、
判
例
の
傾
向
に
つ
い

て
は
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
学
説
に
お

け
る
包
括
説
と
限
定
説
の
い
ず
れ
か
で
単
純
に
割
り
切
る
と
い
う
考

え
方
は
と
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
連
の
判
例
は）7
（

、
財
産
分
与

に
離
婚
慰
謝
料
を
含
め
る
こ
と
も
、
財
産
分
与
と
独
立
し
て
離
婚
慰

謝
料
を
認
め
る
こ
と
も
、
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
離
婚

慰
謝
料
の
二
重
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
財
産
分
与
に
よ
っ
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て
精
神
的
苦
痛
が
す
べ
て
慰
謝
さ
れ
た
場
合
は
、
重
ね
て
慰
謝
料
の

請
求
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
財
産
分
与
制
度
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
議
論
が

錯
綜
し
て
い
る
が
、
本
評
釈
と
の
関
係
で
重
要
な
こ
と
は
、
財
産
分

与
の
趣
旨
が
夫
婦
財
産
の
清
算
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
扶
養
の

要
素
や
慰
謝
料
の
要
素
を
も
含
み
う
る
複
合
的
な
内
容
を
有
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
産
分
与
に
関
連
す
る
問
題
を

検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
共
有
物
分
割
や
遺
産
分
割
と
単
純
に
同
視

す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
く
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
使
用
や
判
例
の
射
程

な
ど
に
つ
い
て
は
慎
重
な
態
度
が
必
要
と
な
る
。

三
　
清
算
的
財
産
分
与
に
お
け
る
財
産
帰
属
の
法
理

　

財
産
分
与
の
中
核
的
要
素
で
あ
る
清
算
的
財
産
分
与
と
法
定
夫
婦

財
産
制
と
の
関
係
は
、
大
要
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
民
法
七
六
二
条
は
、
法
定
夫
婦
財
産
制
と
し
て
夫
婦
の

別
産
制
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
婚
姻
中
の
夫
婦
に
お
け
る
財
産

の
維
持
や
形
成
は
、
そ
の
多
く
が
、
両
者
が
協
力
し
て
夫
婦
共
同
生

活
を
行
な
っ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

共
通
の
利
益
の
成
果
を
別
産
制
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
一
方
が
独
占
す

る
こ
と
は
、
夫
婦
間
の
平
等
と
衡
平
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
、
離
婚
の
際
に
、
夫
婦
が
共
同
し
て
形
成
し
た
成
果
を
清
算
し
て

分
配
す
る
の
が
、
清
算
的
財
産
分
与
で
あ
る）（
（

。
し
た
が
っ
て
、
清
算

的
財
産
分
与
は
、
夫
婦
間
に
実
質
上
の
共
有
財
産
が
存
在
す
る
場
合

に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

婚
姻
中
の
夫
婦
の
財
産
の
帰
属
形
態
は
、
夫
婦
財
産
の
維
持
や
形

成
に
お
け
る
協
力
の
有
無
等
に
応
じ
て
、
次
の
三
種
類
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る）9
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
種
財
産
は
、
名
義
お
よ
び
実
質

と
も
に
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
に
属
す
る
財
産
で
あ
る
。
民
法
七

六
二
条
が
規
定
す
る
特
有
財
産
は
、
こ
れ
を
指
す
も
の
と
さ
れ
る
。

第
二
種
財
産
は
、
名
義
お
よ
び
実
質
と
も
に
、
夫
婦
の
共
有
に
属
す

る
財
産
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
上
の
共
有
に
該
当
す
る
財
産
で

あ
る
。
第
三
種
財
産
は
、
名
義
は
夫
婦
の
一
方
に
属
し
て
い
る
が
、

実
質
的
に
は
夫
婦
の
共
有
に
属
す
る
財
産
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、

民
法
上
の
共
有
に
あ
た
る
第
二
種
財
産
と
は
異
な
り
、
名
義
を
有
し

な
い
夫
婦
の
他
方
は
、
当
該
財
産
に
つ
い
て
持
分
権
そ
の
他
の
実
体

法
上
の
権
利
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
三
種
類
の
財
産
の

帰
属
形
態
の
う
ち
、
婚
姻
解
消
の
際
に
財
産
分
与
の
対
象
と
な
る
の

は
、
第
二
種
財
産
お
よ
び
第
三
種
財
産
で
あ
る
。

　

裁
判
実
務
に
お
け
る
財
産
分
与
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
財
産
を
清
算
的
財
産
分
与
の
対
象
財

産
と
す
る
か
を
確
定
す
る
。
そ
の
作
業
の
中
身
は
、
基
本
的
に
は
、

具
体
的
な
財
産
に
つ
い
て
、
前
述
の
第
一
種
財
産
な
の
か
、
そ
れ
と
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も
第
二
種
財
産
ま
た
は
第
三
種
財
産
な
の
か
に
つ
い
て
、
仕
分
け
る

こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
こ
う
し
て
確
定
さ
れ
た
範
囲
の
対
象
財
産
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
財
産
分
与
の
算
定
が
行
わ
れ
る
。
算
定
の
中
心

と
な
る
の
は
、
清
算
対
象
財
産
の
評
価
と
当
該
財
産
の
取
得
に
お
け

る
夫
婦
の
寄
与
度
の
決
定
で
あ
る
。
ま
た
、
金
銭
に
よ
る
価
値
的
な

分
与
か
、
現
物
に
よ
る
物
権
的
な
分
与
か
、
な
ど
の
分
与
方
法
も
決

定
す
る
。
な
お
、
夫
婦
各
自
が
婚
姻
前
に
取
得
し
て
い
た
財
産
や
、

婚
姻
中
の
取
得
で
あ
っ
て
も
第
三
者
か
ら
無
償
取
得
（
相
続
や
贈
与

な
ど
）
し
た
財
産
は
、
そ
の
取
得
に
夫
婦
の
協
力
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
た
め
、
夫
婦
各
自
の
特
有
財
産
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
財
産

分
与
の
対
象
財
産
と
は
な
ら
な
い）（1
（

。

　

こ
う
し
た
財
産
分
与
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
、
判
例
は
、
清
算
的

財
産
分
与
に
お
け
る
第
三
種
財
産
の
財
産
分
与
請
求
権
者
へ
の
帰
属

に
関
す
る
法
的
構
成
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
段
階
的
形
成
権
説）（（
（

を
採

用
し
て
い
る）（1
（

。
段
階
的
形
成
権
説
と
は
、
離
婚
が
成
立
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
方
の
当
事
者
に
内
容
が
未
定
の
財
産
分
与
請
求
権
が
生

じ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
財
産
分
与
請
求
権
は
抽
象
的
な
権
利
に

止
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
実
体
法
上
の
権
利
性
は
な
お
稀
薄
で

あ
り）（1
（

、
そ
の
後
に
、
夫
婦
間
の
財
産
分
与
の
協
議
や
裁
判
所
の
審
判

な
ど
を
通
じ
て
財
産
分
与
請
求
権
の
内
容
が
具
体
的
に
形
成
さ
れ
た

段
階
に
至
り
、
は
じ
め
て
、
具
体
的
な
実
体
法
上
の
権
利
と
し
て
確

立
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る）（1
（

。
そ
し
て
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る

財
産
分
与
の
審
判
の
性
格
は
、
段
階
的
形
成
権
説
に
よ
れ
ば
形
式
的

形
成
手
続
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
在
の
家
庭
裁
判
所
の
実
務
は
、

ほ
ぼ
例
外
な
く
、
こ
の
見
解
を
前
提
と
し
て
い
る
と
さ
れ
る）（1
（

。

四
　
本
判
決
の
立
場

　

本
判
決
は
、
こ
う
し
た
財
産
分
与
の
法
的
性
質
を
根
拠
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
本
件
訴
え
は
確
認
の
利
益
を
欠
く
も
の
と

し
た
。

　

ま
ず
、
本
判
決
は
、「
夫
婦
間
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
別
産

制
を
基
本
と
し
て
お
り
、
夫
婦
間
の
財
産
が
財
産
分
与
時
に
分
配
さ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
財
産
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
民
法
上
の
共

有
に
該
当
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
夫
婦
の
一
方
は
、
夫
婦
の
他
方

が
所
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
当
然
に
権
利
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し

得
る
も
の
で
は
な
く
、
清
算
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
上
記
各
規
定

に
よ
る
な
ど
し
て
そ
の
権
利
関
係
が
確
定
さ
れ
て
初
め
て
権
利
が
あ

る
こ
と
を
主
張
し
得
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
。
こ
の
判
示
部

分
は
、
ま
ず
第
二
種
財
産
と
第
三
種
財
産
の
区
別
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
以
降
の
判
示
部
分
が
第
三
種
財
産
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

　

次
に
、
本
判
決
は
、
こ
れ
に
続
け
て
、
最
判
昭
和
五
五
年
七
月
一
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一
日
民
集
三
四
巻
四
号
六
二
八
頁
（
以
下
、
昭
和
五
五
年
判
決
」
と

い
う
）
を
引
用
し
、「
離
婚
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
べ
き
財

産
分
与
請
求
権
は
、
一
個
の
私
権
た
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
あ

る
が
、
協
議
あ
る
い
は
審
判
等
に
よ
っ
て
具
体
的
内
容
が
形
成
さ
れ

る
ま
で
は
、
そ
の
範
囲
及
び
内
容
が
不
確
定
・
不
明
確
な
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
五
年
判
決
が
採
用
し
た
段
階
的

形
成
権
説
を
本
判
決
も
採
用
す
る
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
る）（1
（

。

　

そ
し
て
、
以
上
を
理
由
と
し
て
、
結
論
と
し
て
、「
そ
う
す
る
と
、

夫
婦
の
一
方
は
、
夫
婦
の
他
方
が
所
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
協
議

あ
る
い
は
審
判
等
に
よ
っ
て
財
産
分
与
請
求
権
の
具
体
的
内
容
が
形

成
さ
れ
る
前
の
段
階
（
す
な
わ
ち
、
そ
の
範
囲
及
び
内
容
が
不
確

定
・
不
明
確
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
段
階
）
に
お
い
て
、
財
産

分
与
対
象
財
産
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ

の
よ
う
な
確
認
を
求
め
る
訴
え
は
、
確
認
の
利
益
（
具
体
的
に
は
、

権
利
保
護
の
利
益
）
を
欠
き
、
不
適
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述

べ
る
。

五
　
検
討

1　

本
判
決
の
評
価

　

本
判
決
は
、
分
与
対
象
財
産
の
財
産
分
与
請
求
権
者
へ
の
帰
属
に

関
す
る
法
的
構
成
に
つ
き
、
判
例
が
採
用
し
て
い
る
段
階
的
形
成
権

説
を
前
提
と
し
て
、
本
件
訴
え
に
お
け
る
確
認
の
利
益
を
否
定
し
た
。

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
記
四
で
引
用
し
た
と
お
り
で
は
あ

る
が
、
そ
の
論
理
の
機
序
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

評
者
な
り
の
補
足
を
加
え
て
再
述
す
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
段
階
的
形
成
権
説
を
前
提
と
す
れ
ば
、

離
婚
前
に
夫
婦
で
あ
っ
た
両
当
事
者
の
協
議
や
裁
判
所
の
審
判
な
ど

で
具
体
的
内
容
が
形
成
さ
れ
る
前
の
段
階
で
は
、
当
事
者
の
財
産
分

与
請
求
権
の
範
囲
や
内
容
は
不
確
定
で
あ
っ
て
、
実
体
法
上
の
権
利

と
し
て
の
性
格
が
稀
薄
な
抽
象
的
権
利
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
確
認
の
訴
え
の
対
象
と
し
て
の
適
格
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
具
体
的
権
利
性
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
訴
え
は
、
確
認
の
利
益
に
お
け
る
対

象
選
択
の
適
切
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
確
認
の
利
益
は
否
定

さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
本
判
決
の
論
理
は
、
議
論
の
焦
点
を
誤
っ
て

い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
本
件
の
Ｘ
は
、
決
し
て
、
特
定
の
分

与
対
象
財
産
に
つ
い
て
自
身
が
有
す
る
財
産
分
与
請
求
権
の
確
認
を

求
め
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
Ｘ
が
確
認
を
求
め
て
い
る
の

は
、
特
定
財
産
の
分
与
対
象
財
産
へ
の
帰
属
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

分
与
対
象
財
産
と
い
う
枠
の
中
に
お
け
る
特
定
の
権
利
の
確
認
を
求

め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
分
与
対
象
財
産
と
い
う
枠
の
範
囲
の
確
認
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を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
判
決
が
基
礎
と
す
る

段
階
的
形
成
権
説
は
分
与
対
象
財
産
の
枠
内
で
の
み
機
能
す
る
も
の

で
あ
る
以
上
、
本
判
決
の
判
断
は
明
ら
か
に
妥
当
性
を
欠
く
。

2　

昭
和
六
一
年
判
決
と
の
関
係

　

本
件
の
原
告
Ｘ
は
、
遺
産
確
認
の
訴
え
に
確
認
の
利
益
を
認
め
た

最
判
昭
和
六
一
年
三
月
一
三
日
民
集
四
〇
巻
二
号
三
八
九
頁
（
以
下
、

「
昭
和
六
一
年
判
決
」
と
い
う
）
の
法
理
は
、
財
産
分
与
対
象
財
産

の
確
認
を
求
め
る
本
件
に
も
適
用
さ
れ
る
旨
を
主
張
す
る
。
昭
和
六

一
年
判
決
は
、
特
定
財
産
の
遺
産
帰
属
性
を
確
認
対
象
と
す
る
訴
え

に
つ
き
、
そ
の
確
認
の
利
益
が
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件

に
お
い
て
、
最
高
裁
は
、
要
旨
、
同
事
件
に
お
け
る
原
告
勝
訴
の
確

定
判
決
は
当
該
財
産
が
遺
産
分
割
の
対
象
財
産
で
あ
る
こ
と
を
既
判

力
で
確
定
す
る
の
で
、
遺
産
分
割
の
前
提
問
題
で
あ
る
遺
産
帰
属
性

の
争
い
に
抜
本
的
な
決
着
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
の
ち
の
遺
産
分

割
審
判
の
確
定
後
に
当
該
財
産
の
遺
産
帰
属
性
を
争
う
こ
と
も
阻
止

で
き
る
の
で
、
確
認
の
利
益
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
判
示
し

た
。

　

こ
う
し
た
Ｘ
の
主
張
に
つ
き
、
本
判
決
は
、「
上
記
判
決
（
評
者

注
―

昭
和
六
一
年
判
決
）
は
、
共
同
相
続
人
間
に
お
い
て
特
定
の
財

産
が
被
相
続
人
の
遺
産
に
属
す
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
は
、

適
法
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
上
記
判
決
の
射
程
は
、

遺
産
と
異
な
る
夫
婦
間
の
分
与
対
象
財
産
に
及
ぶ
も
の
と
は
い
え
な

い
」
と
し
て
、
こ
れ
を
否
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
必
要
と

さ
れ
る
理
由
を
述
べ
た
も
の
と
は
到
底
い
え
な
い
。
本
判
決
が
理
由

と
す
る
の
は
、
遺
産
と
分
与
対
象
財
産
は
異
な
る
と
い
う
一
事
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
こ

で
真
に
論
ず
べ
き
は
、
そ
う
し
た
異
な
る
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
共

通
要
素
は
あ
る
か
、
そ
し
て
共
通
要
素
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が

本
件
の
争
点
と
の
関
係
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

3　

私
見

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
に
、
昭
和
六
一
年
判
決
の
事
案

と
本
件
の
事
案
に
は
一
つ
の
共
通
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
両
者
と
も
に
、
家
事
審
判
の
前
提
と
な
る
法
律
関
係
を
確

認
対
象
と
す
る
訴
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
あ

る
法
律
関
係
の
前
提
で
あ
る
法
律
関
係
を
確
認
対
象
と
す
る
訴
え
の

適
法
性
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
私

見
で
は
、
一
般
論
と
し
て
は
、
法
律
関
係
Ａ
の
前
提
で
あ
る
法
律
関

係
Ｂ
を
確
認
対
象
と
す
る
訴
え
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
Ｂ
に
確

認
の
利
益
を
認
め
る
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
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に
は
、
端
的
に
Ａ
を
確
認
対
象
と
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
Ｂ
を
確
認
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
有
効
か
つ
適
切

に
紛
争
を
解
決
で
き
る
場
合
に
は
、
Ｂ
に
も
確
認
の
利
益
を
認
め
る

べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ａ
に
つ
い
て
何
ら
か
の
理
由
で
司
法
判
断

を
得
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
に
は
、
基
本
的
に
Ｂ
に
確
認
の
利
益

を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

昭
和
六
一
年
判
決
は
、
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
事
案
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
同
事
件
に
お
い
て
、
原
告
は
、
特
定
財
産
が
被
相
続
人
の
遺

産
に
属
す
る
こ
と
の
確
定
を
求
め
る
手
段
と
し
て
、
自
己
の
法
定
相

続
分
に
応
じ
た
共
有
持
分
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
訴
え
に
お
い
て
原
告
勝
訴
の
判
決
が
確
定
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
既
判
力
は
原
告
が
当
該
財
産
に
つ
い
て
一
定
の
共
有
持

分
を
有
す
る
こ
と
を
確
定
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
取
得
原
因
が
被

相
続
人
か
ら
の
相
続
で
あ
る
こ
と
ま
で
確
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
の
ち
に
当
該
財
産
を
遺
産
分
割
の
対
象
と
す
る
遺
産
分
割
の

審
判
が
確
定
し
て
も
、
当
該
審
判
に
お
け
る
遺
産
帰
属
性
の
判
断
は

既
判
力
を
有
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
遺
産
分
割
の
前
提
で
あ
る
当

該
財
産
の
遺
産
帰
属
性
の
有
無
と
い
う
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
た
め

に
は
、
家
事
審
判
の
前
提
事
項
で
あ
る
遺
産
帰
属
性
そ
の
も
の
に
確

認
の
利
益
を
認
め
、
よ
り
抜
本
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
え
る
。
昭
和
六
一
年
判
決
の
法
理
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
本
件
の
分
与
対
象
財
産
帰
属
性
の
確
認
の
場
合
は
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
財
産
分
与
に
お
い
て
も
、
の
ち
に
財
産
分
与
の

審
判
が
確
定
し
て
も
当
該
審
判
に
お
け
る
分
与
対
象
財
産
帰
属
性
の

判
断
が
既
判
力
を
有
し
な
い
こ
と
は
、
昭
和
六
一
年
判
決
の
場
合
と

同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
に
お
い
て
、
そ
の
帰
属
が
争
わ
れ
て
い

る
財
産
は
第
三
種
財
産
で
あ
り
、
昭
和
六
一
年
判
決
の
事
案
と
は
異

な
っ
て
、
原
告
が
自
身
の
共
有
持
分
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
は
不
可
能
な
事
案
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
産
分
与
の

前
提
事
項
で
あ
る
分
与
対
象
財
産
帰
属
性
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
、
昭
和
六
一
年
判
決
の
場
合
に
も
増
し

て
高
い
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
自
身
も
、「
仮

に
、
夫
婦
の
一
方
が
、
夫
婦
の
他
方
が
所
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
、

協
議
あ
る
い
は
審
判
等
に
よ
っ
て
財
産
分
与
請
求
権
の
具
体
的
内
容

が
形
成
さ
れ
る
前
の
段
階
に
お
い
て
、
財
産
分
与
対
象
財
産
で
あ
る

こ
と
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
を
認
め
る
必
要
性
が
一
定
程
度
存
す
る

と
し
て
も
」
と
述
べ
て
、
そ
の
必
要
性
を
認
め
て
い
る
。

　

従
来
の
学
説
に
は
、
財
産
分
与
の
対
象
財
産
と
し
て
の
帰
属
性
の

確
認
を
求
め
る
訴
え
の
適
法
性
と
い
う
問
題
を
直
接
的
に
論
じ
た
も

の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
般
論
と
し
て
家
事
審
判
の
前
提

と
な
る
権
利
や
法
律
関
係
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
に
つ
い
て
、
そ
の
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適
法
性
を
説
く
も
の
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、「
係
属
中
の
家
事
審
判
事
件
に
お
い
て
前
提
と
な
る
権
利
又
は

法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、
審
判
に
お
い
て
既
判
力
の
あ
る
判
断
が
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
の
利
益
が
肯

定
さ
れ
る
」
と
す
る
見
解
が
み
ら
れ
る）（1
（

。
ま
た
、「
家
事
審
判
手
続

な
ど
の
他
の
手
続
に
お
け
る
本
案
判
断
の
前
提
と
な
る
事
項
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
自
体
が
実
体
法
上
の
権
利
関
係
で
あ
る
な
ど
、
独
自
に

確
認
判
決
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
有
効
・
適
切
と
い
え
る
場
合
に
は
、

確
認
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る
見
解
も
あ
る）（1
（

。
後
者
は
、
そ

の
理
由
を
と
く
に
は
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
前
者
と
同
様
に
、
家
事

審
判
の
裁
判
に
は
既
判
力
が
生
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
紛
争
の
有
効
か

つ
適
切
な
解
決
の
た
め
に
は
、
前
提
と
な
る
権
利
や
法
律
関
係
の
確

認
の
必
要
性
が
高
い
こ
と
を
大
き
な
考
慮
要
素
と
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　

遺
産
分
割
や
財
産
分
与
な
ど
で
は
、
家
事
審
判
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
権
利
は
、
そ
の
形
成
力
に
よ
っ
て
実
質
的
な
不
可
争
性
を
獲
得

す
る
が
、
家
事
審
判
の
手
続
の
中
で
、
そ
の
前
提
で
あ
る
権
利
や
法

律
関
係
に
対
す
る
判
断
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
判
断
に
は
既

判
力
は
生
じ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
別
途
の
確
認
の
訴
え
に
よ
る
既

判
力
の
獲
得
を
認
め
る
必
要
性
は
軽
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い）（1
（

。

　

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
結
論
と
し
て
、
当
事
者
間
の
紛
争
に
お
け

る
有
効
か
つ
適
切
な
解
決
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
家
事
審
判
の
前

提
と
な
る
権
利
や
法
律
関
係
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
は
、
原
則
と
し

て
確
認
の
利
益
を
有
す
る
適
法
な
訴
え
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

を
本
件
に
当
て
は
め
る
と
、
本
件
は
、
財
産
分
与
審
判
の
前
提
と
な

る
分
与
財
産
帰
属
性
の
確
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
家
事
審

判
の
前
提
と
な
る
権
利
や
法
律
関
係
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
け
る
確
認
の
利
益
を
否
定
し
た
本
判
決
は

首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
1
）　

最
判
昭
和
三
三
年
四
月
一
一
日
民
集
一
二
巻
五
号
七
八
九
頁
。

（
2
）　

中
川
淳
「
財
産
分
与
制
度
の
性
質
」
中
川
善
之
助
教
授
還
暦
記

念
『
家
族
法
大
系
Ⅲ
（
離
婚
）』（
有
斐
閣
・
一
九
五
九
年
）
三
六

頁
、
島
津
一
郎
＝
阿
部
徹
編
『
新
版
注
釈
民
法
（
22
）』（
有
斐
閣
・

二
〇
〇
八
年
）
一
九
三
頁
〔
犬
伏
由
子
〕、
二
宮
周
平
編
『
新
注
釈

民
法
（
17
）』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
七
年
）
三
九
七
頁
〔
犬
伏
由
子
〕。

（
3
）　

た
だ
し
、
清
算
的
要
素
の
法
的
根
拠
に
関
し
て
は
夫
婦
財
産
制

と
の
関
係
で
議
論
が
あ
る
。
大
津
千
明
『
離
婚
給
付
に
関
す
る
実

証
的
研
究
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
九
〇
年
）
一
一
二
頁
、
本
沢
巳

代
子
『
離
婚
給
付
の
研
究
』（
一
粒
社
・
一
九
九
八
年
）
二
三
五
頁
。

（
4
）　

た
だ
し
、
扶
養
的
要
素
の
法
的
根
拠
に
関
し
て
は
、
損
害
賠
償

説
、
婚
姻
の
予
後
効
説
、
清
算
説
、
離
婚
手
当
説
な
ど
種
々
の
見

解
が
あ
る
。
ま
た
、
婚
姻
の
解
消
後
に
扶
養
義
務
を
認
め
る
こ
と
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に
対
す
る
理
論
的
な
疑
問
か
ら
、
扶
養
の
概
念
に
代
え
て
補
償
の

概
念
を
主
張
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
大
津
・
前
掲
注（
3
）一

五
四
頁
、
本
沢
・
前
掲
注（
3
）二
六
五
頁
。

（
5
）　

大
津
・
前
掲
注（
3
）三
二
頁
、
本
沢
・
前
掲
注（
3
）六
三
頁
。

（
（
）　

島
津
＝
阿
部
編
・
前
掲
注（
2
）二
〇
〇
頁
〔
犬
伏
〕、
二
宮

編
・
前
掲
注（
2
）四
〇
二
頁
〔
犬
伏
〕。

（
7
）　

最
判
昭
和
三
一
年
二
月
二
一
日
民
集
一
〇
巻
二
号
一
二
四
頁
、

最
判
昭
和
四
六
年
七
月
二
三
日
民
集
二
五
巻
五
号
八
〇
五
頁
、
最

判
昭
和
五
三
年
二
月
二
一
日
家
月
三
〇
巻
九
号
七
四
頁
。

（
（
）　

最
判
昭
和
四
六
年
七
月
二
三
日
民
集
二
五
巻
五
号
八
〇
五
頁
は
、

清
算
的
財
産
分
与
は
、「
夫
婦
が
婚
姻
中
に
有
し
て
い
た
実
質
上
共

同
の
財
産
を
清
算
分
配
」
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
制
度
で
あ
る

と
述
べ
る
。

（
9
）　

我
妻
栄
『
親
族
法
』（
有
斐
閣
・
一
九
六
一
年
）
一
〇
二
頁
、

加
藤
永
一
「
夫
婦
の
財
産
関
係
に
つ
い
て
（
一
）・（
二
）」
民
商
四

六
巻
一
号
（
一
九
六
二
年
）
三
頁
、
三
号
（
一
九
六
二
年
）
八
二

頁
。

（
10
）　

た
だ
し
、
婚
姻
中
に
、
夫
婦
の
一
方
が
他
方
の
特
有
財
産
の
管

理
や
増
加
に
協
力
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
清
算
的
財
産

分
与
の
対
象
と
な
る
。
東
京
高
判
平
成
七
年
三
月
一
三
日
家
月
四

八
巻
八
号
七
二
頁
参
照
。

（
11
）　

山
木
戸
克
己
『
家
事
審
判
法
』（
有
斐
閣
・
一
九
五
八
年
）
二

六
頁
。

（
12
）　

最
判
昭
和
五
五
年
七
月
一
一
日
民
集
三
四
巻
四
号
六
二
八
頁
。

篠
田
省
二
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
五
十
五
年
度
』

（
法
曹
会
・
一
九
八
五
年
）
二
五
六
頁
、
二
宮
編
・
前
掲
注（
2
）四

〇
四
頁
〔
犬
伏
〕。

（
13
）　

た
だ
し
、
具
体
的
な
内
容
が
定
ま
ら
な
い
抽
象
的
な
権
利
の
段

階
で
も
、
私
法
上
の
権
利
た
る
実
質
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

疑
い
が
な
い
と
さ
れ
る
。
戸
根
住
夫
「
財
産
分
与
請
求
の
裁
判
手

続
」
山
木
戸
克
己
教
授
還
暦
記
念
『
実
体
法
と
手
続
法
の
交
錯

（
下
）』（
有
斐
閣
・
一
九
七
八
年
）
三
七
七
頁
。

（
14
）　

山
木
戸
・
前
掲
注（
11
）二
六
頁
、
篠
田
省
二
『
最
高
裁
判
所
判

例
解
説
民
事
篇
昭
和
五
十
五
年
度
』（
法
曹
会
・
一
九
八
五
年
）
二

五
六
頁
。

（
15
）　

二
宮
編
・
前
掲
注（
2
）三
九
八
頁
〔
犬
伏
〕。

（
1（
）　

本
判
決
を
掲
載
し
た
判
例
タ
イ
ム
ズ
誌
の
匿
名
コ
メ
ン
ト
は
、

本
判
決
は
、
段
階
的
形
成
権
説
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
判
タ
一
四
八
五
号
（
二
〇
二
一
年
）
二
〇
八
頁
。

（
17
）　

西
川
知
一
郎
「
訴
え
の
利
益
」
新
堂
幸
司
監
修
『
実
務
民
事
訴

訟
講
座
〔
第
三
期
〕
第
二
巻
』
二
一
〇
頁
。

（
1（
）　

三
木
浩
一
ほ
か
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
三
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇

一
八
年
）
三
六
五
頁
〔
垣
内
秀
介
〕。

（
19
）　

石
川
明
「
特
定
財
産
の
特
別
受
益
財
産
性
の
確
認
の
利
益
」
判

タ
九
三
四
号
（
一
九
九
七
年
）
四
七
頁
は
、
本
件
と
は
場
面
を
異

に
す
る
特
定
財
産
の
特
別
受
益
財
産
性
の
確
認
の
利
益
に
関
す
る
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（2

文
脈
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、「
審
判
に
つ
き
既
判
力
否
定
説
を
と

る
限
り
、
特
別
受
益
財
産
の
確
定
は
相
続
財
産
の
確
定
に
つ
な
が

る
と
い
う
点
で
即
時
確
定
の
利
益
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
る
。

三
木
　
浩
一


